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資　料

学習指導要領 制定前 の 単独型肢体 不 自由養護学校 にお け る機能訓練

　　　　 一
教育課程の位置づけ と教科指導との 関連に 着目 して

丹野　傑史 ・安藤　隆男

　東京都立 光明養護学校、大阪府立養護学校、神戸市立友生養護学校 を対象 に 、 1956

（昭和31）年度 か ら1962 （昭和 37）年度に か けて 機能訓 練が 教育課程 に どの ように位

置づ けられ 、教 員が どの よ うに 関わ っ たか につ い て 検討 した 。 3 校 と もに機能訓練 を

医学 的訓練 と して 捉えて い た。 また、光明 と友生で は機能訓練の 教育的側面を認め 、

光明で は克服指導と して 教科の 前段階に機能訓練 を位置づ けて指導を行 っ た 。 友生で

は、教育活動として の 機能訓練 の 目的 を設 定した 。専任が 機能訓練 を担 当 した ため 、

光明 と大阪で は 、教員の 関わ りは限定的で あ っ た 。

一
方友生 で は 、専任が少 なく全教

員が機能訓練 を担 当 した。1963 （昭和38）年に通達 された養護学校小学部学習指導要

領肢体不 自由教 育編で は 、 医学的訓練 と して の 機能訓練とともに 、 学校教育活動全体

を通 じた機能訓練の 教育的側 面 も期待 したが 、 機能訓練は 医学的訓練と の 認識が強か

っ た 。
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1　 は じめ に

　戦後の 日本の 肢体不自由教育は 、 児童福祉法

（昭和22年法律第164号）に基づ く肢体不 自由児

施設 内に 設置 さ れ た 施設内学級 で 開始 され た

（村田 ［1977］ 87）。 1956 （昭和31）年に公立養

護学校整備特別措置法 （昭和31年法律第152号）

が成立 し、翌 1957 （昭和32）年 4 月か ら完全施

行 され る と、施設 内学級を母体 と した施設併設

型養護学校が多 く開校 した ］ 1
。

一方 で 、数は少

な い なが らも、大阪府立養護学校 2 ’

、 神戸市立

友生養護学校 31 （以 下，友生養護学校） の よ うに

医療 施設 を持 た な い 単独型 養護学校 も開校 し

た 。

　単独型 養護学校 にお け る大 きな課 題 の
一

つ

が 、 医学的訓練の 扱 い で あ っ た 。 施設内学級や

筑波大学 大学 院 人 間 総合科学研究科

施設併設型養護学校に お い て は、医療施設で 医

学的訓練が行 われ 、 学級や養護学校で は教育が

行われ る とい う形で 役 割分担が な され て い た 。

また、1932 （昭和 7 ）年 に 日本で 最初の 肢体不

自由児学校 と して 開校 した東京市 立 光 明学 校

（後の 東京都立 光明養護学校，現東京都立 光明特

別支援学校） も医療施設を持 たない 単独型養護

学校 で あ っ た が 、 開校 に あ た り田 代義 徳 ‘ 1

（1864−1912）、高木憲次 （1888−1963） と い っ た

整 形外科医が 中心 的な役 割 を果 た した （村 田

［1968］88−89）， そ の た め 、 光明学校で は各ク

ラ ス に 看護婦が配置され、校医の 指示の もと医

学的な訓練を実施 して い た。

　それ に対 して 、 大阪府立 養護学校や 友生養護

学校で は誰が 、 何 を指導するか が 課題 とな っ て

い た （全 国肢体不 自由養護学校長会 ［1978］5−

6）， 本来で あれ ば、学習指導要領に お い て 教育

課程 に こ の 指導が 規定 され るは ずで あ っ た が、
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肢体不 自由養護学校の 数が 少な く、実践 の 積み

重 ねが な い こ ともあ り、学習指導要領 の作成が

見合わせ て い た （文部省 ［1965］ 22）。 各学校

で は 、 医学的訓練 を独 自に教育課程に位置づ け、

実践 を行 っ て い た （文部省 ［1978］430；文部省

［1987］ 5）。 学校教育活動の 中に い か に 医学 的

訓練を位 置づ けるか 、すなわ ち学校に お ける教

育と医療の 連携 の あ り方が問われた最初の 取 り

組みで あ っ た とい える 。

　 と こ ろ で、肢体不 自由児に対す る医学的訓練

に つ い て 、機能訓練 とい う名称が 1950年代半 ば

頃 5 ）
か ら使われ る よ うに な っ た 。 それ以前に つ

い て は、克服 訓練 （例 えば高木 ［1954］）や 治

療 （例 えば東京市立光明学校 ［1932］） と い う

用語が 用 い られ て い た。 機能訓練 と い う用語 を

提唱 した整形外科医 の 小 池文英 （1913−1983）

に よる と、機能訓練とは整形外科医 の 指示に よ

っ て行わ れ る医学 的訓練の 総称で あ り、理学療

法や 職 能療 法 を包含 した内容で あ っ た （小池

匚1961］ 135−137）。 糸永 （2008）は、1958 （昭

和33）年に文部省 よ り刊行され た指導書 『肢体

不 自由教育 の 手 引 き （上 ） 6〕』 （以 下 ， 手引 き

（上 ））の 記述か ら、肢体不 自由児施設 と同様 の

医学的な機能訓練が 単独型養護学校で も行われ

て い た と推測 し て い る （糸永 ［2008］11）。 ま

た 、丹野 ・安藤 （2011）は、東京都立光明養護

学校 （以下，光明養護学校）の 機能訓練 の
一

つ

で あ っ た 言語治療 に 関し て 、医学的訓練 と して

だ けで な く、 教 育的側面 も重視 され て い た こ と

を明 らか に した （丹野 ・安藤 ［2011］ 6）。 しか

しなが ら、光明養護学校以外の 単独 型養護学校

における機能訓練の 実態に つ い て は こ れ まで 検

討され て い ない 。

　以上 の こ とか ら、学習指導要領制定以前の 単

独型養護学校にお ける機能訓練 に つ い て、次 の

よ うな課題が ある と い える 。 まず第
一

は、機能

訓練 の 定義で ある 。 機能訓練 とい う用語 を提唱

した小池自身は 、 機能訓練 を医学的訓練 と して

位置づ けて い たが 、 各学校 にお い て は単に 医学

的訓練 として位置づ けて い た の か 教育的側面 も

意 図 して い たの か に つ い て 検討す る必 要が あ

る。

　課題の 第二 は、教員の 関わ りで ある 。 機能訓

練 （ある い は医学的訓練）の実施にあた り教員

が こ の 指導に どの よ うに関わ っ た の か 、 その 課

題は何で あ っ たの か 、 教科指導な どの 教育活動

との 関連は 見 られ たか の か に つ い て検討する必

要がある。

　特別支援学校 （肢体不 自由）で は 、 約90％の

学校で 医療的ケアが行われる など、 在籍児童生

徒の 障害の 重 度
・重複化が顕著で ある （文部科

学省 ［2008］6）。 また 、 自立活動の 指導 にあた

っ て は、理学療法士 （PT）や作業療法士 （OT ）

とい っ た医療関係者 など、外部専 門家 と協働 し、

よ り専 門性の 高い 指導を行うこ とが求め られ て

い る （文部科学省 ［2009a］97−98）。 す なわち、

第二 の 課題は 、 肢体不 自由教育の 歴 史的 な課題

で あ る と同時に今 日的な課題 に も通 じて い る と

い え る 。

　本研 究で は、1963 （昭和38）年2月に 通達 さ

れた 『養護学校小学部学習指導要領肢体不 自由

教育編』（以 下
， 昭和 37年度版学習指導要領）が

制定され る以前の 単独型養護学校にお い て、機

能訓練が 教育課程 に どの よ うに位置づ け られて

い た の か 、 教員が どの ように 関わ っ て い た の か

を明 らかにす る こ とを目的と した 。

皿　研究の方法

　 1　 研究対象校

　1963 （昭和 38）年 2 月に学習指導要領が 通達

され る前年度の 1961 （昭和 36）年度 まで に開校

した単独型肢体不 自由養護学校は 9校 7 ，あ る 。

本研究で は 、 光 明養護学校 、 大 阪府立 養護学校 、

友生養護学校 を主た る対象 と して 取 り上げ た 。

こ の 3校 を取 り上 げた理 由の 第一は 、 3 校 とも

に資料が ある程度揃 っ て お り、機能訓練に関す

る教員 の 関わ りや位置づ けが 明らか にで きるか

らで ある 。 第二 に こ の 3校は他校よ りも開校が

早 い だけで な く、 1956年 （昭和 31）度か ら開始

され た文部省の 特殊教育実験校 の 指定 8 ｝ を受け

るな ど、研究実践 の 積み重ね もあ り、先進的な

取 り組み を行 っ た学校で ある と考 えられるか ら
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で ある 。 第三 は、各学校がそれぞれ特徴的な位

置づ けにあるためで ある 。 光明養護学校は、戦

後各種講習会
9 〕

の 会場 とな り、 光明養護学校の

教員が講師 を務め 、 実演授業を行うなど （東京

都立光明養護学校 ［1982］ 23−29）、 肢体不 自由

教 育 の 発 展 に 大 きな役 割 を果 た した （早 瀬

E1982］62；藤 田 ［1982］63；辻村 ［1962］ 5）。

大阪府立養護学校 は、最初の 公立肢体不 自由養

護学校であ り、特 に西 日本の 肢体不 自由教育の

発展 を主 導す る立 場に あ っ た （保 関 匚2006 ］

44）。

　また、1961 （昭 和 36）年度 まで に 開校 した 9

校の うち 、 過半数の 5校が都道府県立で は な く

市立養護学校 で あ っ た こ とを踏 まえ、 市立 養護

学校 として 最初 に開校 した友生養護学校 も取 り

上 げる こ ととした 。

　 2　 研究対象時期

　大阪府立養護学校お よび友生養護学校が開校

した 1956 （昭和31）年度か ら、 学習指導要領が

通達 された 1962 （昭和37）年度ま で を対象時期

とした 。

　 3　 分析の観点お よび資料

　本研究で は 、 単独型養護学校に おける機能訓

練 の 位置づ けを明 らか にす るた め、機能訓練の

教育課程へ の 位置づ けを検討 した。さ らに、教

員が 機能訓練に どう関わ っ て い た の か 、そこ に

教育的側面があ っ た の か に つ い て 明 らか にす る

た め 、機能訓練の 担 当者お よび内容 、 教科指導

と の 関連か ら分析 を行 っ た 。

　 4　 用語の使い 方

　医学的訓練に つ い て は 、校医 （整形外科医）

の 指示 を受けて 行 う訓練で、障害部位の 運動機

能 の 改善 を目的 とする もの と した 。 機能訓練 に

つ い て は 、 次項 で文部省の 定義お よび各学校 の

定義に つ い て 検討 を行 っ た 。

皿　機能訓練の 定義

　 1　 文部省に よる定義

　1958 （昭和33）年 に文部省よ り刊行 された手

引き　（上） は 、 当時の 肢体不 自由教育にお け る

唯
一

の 指 導 書 と 呼 べ る 存在 で あ っ た （今 野

［1992］ 143）。手引 き （上）の 「第 6 章　肢体

不 自由児の 医学的訓練」で は、医学的訓練 とし

て肢体不 自由児の 積極的な参加 に よ り行わ れ る

能動的訓練 と、医師が 主導 して行わ れる受動的

訓練が挙 げ られ 、 能動 的訓練の 内容と して 上 下

肢の 機能訓練が位置づ け られ た （文部省 ［1958］

81−84）。 また、1961 （昭和 36）年に文部省か ら

刊行され た 「肢体不 自由児の 養護学校設置の た

めに」におい て も、医学的訓練 と して 機能訓練

を位 置づ け 、 担 当者にPT や OT を想 定 して い た

（小池 ［1961］138） ’°，
。 機能訓練に関す る解説

を整形外科医の 小池 に依頼する など、文部省で

は機能訓練を医学的訓練 として考 えて い た こ と

が うか がえる 。

　 2　各学校に おける機能訓練の定義

　 （1）光明養護学校 ：光明養護学校 で は、開

校当初 よ り、 治療を教育課程に 位置づ けた （東

京市立光明学校 ［1932］28）。 治療は 、 各ク ラ

ス に 配置された看護婦が担当し、健康観察 、 健

康管理 に加えて、マ ッ サ ージ、歩行訓練、玩具

治療 m 、治療体操 ’2〕 とい っ た 医学的訓練 を行 っ

た （東京市立光明学校 ［1932］28−29）。 戦後 、

光明養護学校 となっ てか らは 、 従 来行わ れて い

た歩行訓練、玩具治療 とい っ た 医学的訓練が 機

能訓練に まとめ られた （丹野
・安藤 ［2011］3）。

第3代校長の松本保平 （校長在任1942−1958）は、

機能訓練は医療 の 範囲の 狭 い 意味で捉 えた方が

よ い と述 べ て お り （松本 匚1958］22−23＞、光明

養護学校 にお ける機能訓練 は、医学的訓練 と し

て 捉 えられて い た 。

　一方で 、 1959 （昭和34）年度か らは脳性まひ

児に対する言語治療が機能訓練 と して 開始され

たが、言語治療で は医学的訓練 だけで な く、教

科指導的側面 も重視 された （丹野 ・安藤 ［2011］

6）。

　　（2）大阪府立養護学校 ：大阪府立養護学校

は 、 1952 （昭和 27）年 4 月に大阪府立盲学校内

に設置 された肢体不 自由児特別学級 で ある希望

学級を前身とす る。希望学級は、養護学校設置

を前提 と した実験 学級 と して （濱 田 ［1982 ］

ll2−113）、肢体不自由教育の あ り方、機能訓練
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の あ り方などに つ い て 実践研究 を行 っ た （河野

［2010］ 179）。 希望学級で は機能訓 練が 重 視 さ

れ 、 「医療 又は機 能訓練に よ っ て 　身辺の 処理

が不 自由な くで きる と こ ろ まで 　身体的機能 の

向上 を図る」 こ とが 目的の 1 つ に 掲げ られ た

（大阪府立盲学校希望学級 ［1952］1）。 希望学

級にお ける機能訓練 は、整形外科医の 水野祥太

郎 （1907−1984）の 指導の 下で 行 われて お り

（大阪府立堺養護学校 ［2005］ ll；全国肢体不 自

由養護学校長会 ［1978］7）、医学的訓練 で あ っ

た。

　 4 年間 にわ たる実践研究 を受けて 設 置された

大阪府立養護学校にお い て も、努力 目標 として

「医療 な らび に 機能訓練 の 徹底」 が 掲げ られ 、

専任 の担 当者が医学的訓練と して機能訓練 を行

っ た （大 阪府立堺養護学校 匚2006］56）。 大 阪

府立養護学校 の 初代校 長で あ っ た早瀬俊夫 （校

長 在任 1956−1972 ）は 、機能訓練 を医学的訓練

とした上 で 、 学校 にお ける機能訓練は医学的訓

練に加えて よ り心 理 的な面 を強調すべ きだ と指

摘 した （早瀬 ［1962］6−7）。

　 （3 ）友生養護学校 ：友生養護学校 では、機

能訓練が 医療の 一環 として 発展 して きた もの で

ある こ とを認めつ つ 、内容は医学的訓練 で あ っ

て も、学校で行 う以上 、機能訓練 は教育活動 と

して 位置づ け られ なけれ ば な らな い と した （神

戸市立 友生養護学校 ［1962］ 95）。 そ して 、 機

能訓練 の 教 育的意義を 、 子 ど もが 自分の 心身の

状態を理解 し、 自ら障害を克服 しよ うとす る意

識 を もつ こ とに より、調和の とれ た社会的人間

と して 成長で きる こ ととで ある と見出 した （神

戸市立 友生 養護学校 ［1962］ 96）。 す な わ ち 、

友生 養護学校は、機能訓 練を教育的 に捉えた 。

　以上、 3校の機能訓練 の位 置づ けに つ い て 述

べ た 。 基本的に機能訓練 を医学的訓練 とみ なす
一一
方で 、 光 明養護学校で は教育的側面 も重視 し、

友生養護学校で は機能訓練 を教育活動 として位

置づ けて い た。

】V　単独型肢体不 自由養護学校における機能訓

　 練の実態

　 1　 光明養護学校

　　（1）機能訓 練の 教育課程へ の 位置づ け ：光

明養護学校で は 、 教育の 方針 として 通常学校に

準 じた教育 を掲げてお り　（東京都立 光明養護学

校 ［1958−1962］ 1）、小学校学 習指導要領 に準

じた教育課程を編成 し、それに加 えて週 に 3 時

間機能訓練 を配当 して い た （丹野
・
安藤 ［2011］

3）。 その ため 、 小学校学習指導要領に規定 され

た最低授業時数 と比 べ る と体育の ほか国語や算

数の授業時数が少 な くな っ て い る （丹野 ・安藤

［2011］　3）o

　　（2＞機能訓練 の 担当者お よび 内容 ：光 明学

校時代 は、各クラ ス に看護婦が配置され て お り、

看護婦が 治療 を担 当 して い た （松本 ［2005］85）。

戦 後 の 光明養護学校 で は、1957 （昭和32）年度

末に 看護婦が 1名 まで に減少 した こ と を受 け、

機能訓練 を担 当する職 員 と して 1958 （昭和33）

年度 に技 師補 を1名、1959 （昭 和34）年度 に理

療 師 を4名採用 した （小松 ［1991］231）。 技 師

補や理 療師は主 に マ ッ サー
ジ を担当し 、 歩行訓

練 や玩具治療 は 、 彼 らの ほか 看護婦 と養護教諭

も担当 し た （小松 ［1991］ 231）。 こ の よ うに、

光 明養護学校 の 機能訓練 は、専任が担当した 。

　 （3）機能訓練 と教科指導 と の 関連 ：機能訓

練 の
一

つ であ る玩具治療の 実施 にあた り、ほ か

の 訓練や教科指導 と連携 して指導する こ とを重

視 した （波多野 ［1958］13）。言語治療 を担 当

した松本昌介 （光明養護学校 在職ユ959−1979）
も、医学的訓練だけで な く、音読な どの 教科的

側面 も重視 した （丹野 ・安藤 ［2011］5−6＞。

　また 、 光明養護学校は、克服 指導 を教科指導

と機能訓練を関連づ けた指導領域 として、治療

に 位置づ け た （丹野 ・安藤 ［2011］3）。 克服 指

導は、医学的訓練 で ある機 能訓練 とは異 な り、

障害その もの の 改善よ りも障害を改善するため

の 意欲の 涵養 を目的 と し、機能訓練 と関連 を持

ちなが ら、教員が、教育の 立場 から指導 を行 っ

た （松本 ［1958］22−23）。 例 えば 、 教員の 岡本

梅 （光 明養護学校在職 1952−1976）や 佐藤千代
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子 （光明養護学校 在職 1950−1972）は教科 の 目

的を達成す る ため の 基礎的訓練、すなわ ち教科

の前段階として機能訓練を位置づ け 、 指導を行

っ た （丹野 ・安藤 ［2011］5）。

　 2　 大阪府立養護学校

　 （1）機能訓練 の 教育課程へ の 位置づ け ：開

校初年度の 1956 （昭和31）年度は、治療 とし て

3時間を配当 した （全国肢体不 自由養護学校長

会 ［1969］90）。 小 学部 1年生 で も週30時 間と

他教科の 時間 を削る の で は な く、総時間数を増

や して 対応 して い た （全国肢体不 自由養護学校

長会 ［1969］90）。 1957 （昭和 32）年度か らは

治療体育として 4 時間を配当 し、言語治療 を 1

時間 、 機能訓練 ・職能訓練 ・体育を合わせ て 3

時間行 っ た （山田 ・山崎 ・嵯峨崎 ［1964］ 17）。

1956年 （昭和31）度 は体育 3 時間 、 治療 3時間

で あ っ た が 、 1957 （昭和 32）年度以降は治療体

育で 4時 間 とな り、 残 りの 2 時 間に つ い て は 、

例えば小学部 1年生 で は社会科と特別教育活動

の 時間に 配当され た （全 国肢体不 自由養護学校

長会 ［1969］90）。

　 （2）機能訓練の 担当者お よ び内容 ： 「医療

な らびに機能訓練 の徹底」が掲 げ られ、開校初

年度に治療体育部 （現在の 自立 活動部）が 設置

され た （大阪府立堺 養護学校 ［2006］56）。 治

療体育部に配置され た教職員は機能訓練 を専任

と して 担 当 した （大阪府立堺養護学校 ［2006］

56）。 また 、 医学的訓練 と して の 機能訓練に加

え て 、心理 面 の 安 定 も非常 に重 視 して お り、

1956 （昭和 31）年度 に心 理検査室 を設置 した

（大阪府立堺養護学校 ［2005］ 11）。 1958 （昭和

33）年度か らは脳性 まひ児 に対す る言語訓練 も

機能訓練 に位置づ け られ、山田陽 （大阪府立養

護学校在職 1956−1965）が専任 と して指導を行

っ た （大阪府立堺 養護学校 ［2006］56）。

　 （3）機 能訓練 と教科指導 との 関連 ：言語訓

練の 専任 であ っ た山田 は 、 機能訓練 と教科指導

とを どう関連づ けて指導す るか 、 どう連携 を と

っ て い くか を課題 と して 指摘 した （山 田 ら

［1964］　18）0

　 3　友生養護学校

　 （1）機能訓練 の 教 育課程 へ の 位置づ け ：例

えば開校初年度の 1956 （昭和31）年度は療育と

して 週 に 6 時間配当され て い た （全国肢体不 自

由養護学校 長会 匚1969］ 90）。 その 後 、 1961

（昭和 36）年度の 配 当時数 を見 る と 、 療育は機

能訓練 と改称 され 、機能訓練が週 に 3 〜 5時間

配 当 さ れ た （神戸 市立 友生養護学校 匚1962 ］

88）。

　 （2）機能訓練の 担 当者お よび内容 ：機能訓

練の 専任は物療技術員が 配置 されて い た （全 国

肢体不 自由養護学校長会 ［1969］212）。 物療技

術員は マ ッ サ ージ師で ある こ とか ら、開校当初、

マ ッ サ ージ以外の 機能訓練につ い て 学級担任が

一人で担 当 した （神戸市立友生養護学校 ［1962］

95）。 その 後、学級数が増え、教員が 増加 した

こ と もあ り、 体育教師、 機能訓練の 専任を中心

に、全教員が機能訓練 を行 う体制を取 っ た （神

戸市立友生養護学校 ［1962］ 100）。

　友生養護学校で は、機能訓練の 対象 を小学部

低学年 、 高学年、中学部
・高等部グ ル ープそれ

ぞれ につ い て 、  座位訓練、  立位訓練 、   歩

行基本訓練 、   下肢訓練 、   上 肢訓練、  全身

的訓練、  体育的訓練の 7 班に分類 し、少人数

指導に よ り訓練 を行 っ た （神戸市立 友生養護学

校 ［1962コ98−100）。

　 （3）機能訓練 と教科指導 との 関連 ：友生養

護学校 は 、1956 （昭和31） 年度 に文部省 よ り

「肢体不 自由児 の 体育 の 取扱 い 」で 研 究指定を

受 け、体育の 充実 に取 り組んだ 。 そ の 結果、機

能訓練が障害部位 の 訓練の み を行 うの に対 し、

体育を行う事に よ っ て、全身の 運動機能の 向上

が 望め る こ と、社会性に乏 しい 肢体不 自由児に

対 して 、 体育 の 指導を通 して集団行動の 重要性

や 社会性の 向上 を求め る こ とが 出来 る と して 、

体育の 指導の 必 要性を指摘 した （鈴木 匚1958］

24；神戸市立友生養護学校 ［1962］lll−112）。

　 4　 各学校 の相違点と特徴

　 （1）機能訓練の教育課程 へ の位置づ け ：光

明養護学校 、 大阪府立 養護学校、友生養護学校

と もに 、 教 育課程に は独自の 領域 と して 治療 、

治療体育 、 機能訓練を位置づ けた 。 機能訓練を
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Table　1　 機能訓練 の 教育課程上 の 位置 づ け

学校
教育課程上 の

位置づ け （名称）
週あた りの 指導時間数

光明 治療

大阪府立
’j
　 治療→治療体育

友生
2，
　　 療 育 → 機能訓練

呉竹
2）
　　 療育→ 機能訓練

書写

江戸川

体育 ・機能訓練

体 育 ・機能訓練

1958年度 ：5時間，1959〜1961 年度 ：4 時間

1962年度 ：3時 間

4時間 （3時間）

6 時間

1958年度 ：6時 間，1959年度 ：3時間

1960〜1962年度 ：毎 日 15分

低学年 ：5時間 （4時間），高学年 ：5時間 （3時間）

3時間 （体育組は学級体育）

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 括 弧内 は機 能訓練の 指 導時 間数．
　 　　 　 　 1）1957年 度よ り治療体育へ と変更，2） 名称変更の 時期 は 不明

　　　　　　　 丹野 ・安藤 （2011），東京都立江 戸川養護学 校 （1962），
山田 ・山崎 ・嵯峨崎 （1964），全国 肢 体不 白由 養 護 学 校 長 会 （196gt よ り作成

位置づ けた代わ りに、運動機能 を取 り上げて い

る とい う側面か ら、体育が削 られ る 傾向に あ っ

た 。 こ の 傾向は、こ の 3 校の み な らず単独型養

護学校に 共通 し て み られた （Table　1）。 また 、

京都市立呉竹養護学校 の みが、毎 日機能訓練の

時間 を設定 して い た 。

　また 、Table　1よ り多 くの 学校が機能訓練 とい

う名称を用い て い る こ とが わか る 。 友生養護学

校の よ うに 、 名称 を途 中で機能訓練 へ と変更 し

て い た学校 もみ られ た。最後 まで 独 自名称で あ

っ た の は光明養護学校 と大阪府立養護学校だけ

であ っ た。機能訓練 とい う名称は、学習指導要

領 の 作成過程 で 話 し合 い が行 われる に つ れ て 、

定着 して い っ た とされ て い る （文部省 ［1987］

5）。 当時は 、 まだ機能訓練 とい う用語その もの

が 定着途上 で あ っ た 。

　 （2＞機 能訓練 の 担 当者お よ び内容 ：肢体不

自由児に とっ て 、機能訓練 は重要で あ り、文部

省 も学校 における機能訓練 の 必要性を指摘 して

い た が 、 専任者の 配置 に関す る国の 予算措置は

なか っ た 。 各学校 とも、専門的に機能訓練 を行

う教職員を配置 して い たが 、 その 数 は学校 に よ

っ て異 なっ て い た 。 光明養護学校や 大阪府立養

護学校 で は基本的に全 て の 訓練 を専任教職員が

担当し て い たが 、 こ の よ うな学校 は
一
部の 学校

に限 られて い た （全 国肢体不自由養護学校長会

［1978］　5−6）o

　そ の た め、専任に よ り全 て の 機能訓練が行え

な い 学校 で は、機能訓練 の 対象を限定する、友

生養護学校 の ように教 員が機能訓練に 関わる 、

と い う対応 をと っ た 。 前者の 例 と して は 、 東京

都 立江戸川養護学校が ある 。 江戸川養護学校 で

は 、 校医 の 診断に よ り機能訓練組 と体 育組 に組

み分 け し、機能訓練組は 、 専任 に よ る機能訓練

を行 っ た （東京都 立 江戸 川養護 学校 ［1962 ］

13）。

　後者の 例 として は、友生養護学校以 外に、京

都市立呉竹養護学校 （以 下 ， 呉竹養護学校）、 西

宮市立西宮養護学校 、 姫路市立 書写養護学校が

挙 げられ る （文部省 ［ユ987］5）。 当時 として は

珍 しい 対応で あ っ た が、後に機能訓練が養護 ・

訓練へ と改訂 され 、 全教員が養護 ・訓練を担当

する よ うになる 過程で 、 む しろ先進的な取 り組

み として 注 目された （文部省 匚1987コ5）。

　機能訓練 の 内容 に つ い て は、 3 校に 共通する

内容 として、マ ッ サ ージが挙げ られ て い た 。 ま

た 、 光明養護学校 と大阪府 立養護学校で は言語

治療 （言語訓練）が重要課題 と して挙 げられる

一
方で 、 友生養護学校で は 言語治療は取 り上 げ

られ て い ない
。 こ れ は 、 3校の 在籍児童生徒 の

障害の 実態の 違 い が 背景に挙げられ る 。 Fig，1

に 、 単独型肢体不 自由養護学校にお ける起因疾
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Fig．1　単独型肢体不 自由養護学校に お け る 起 因疾患別 の 児童生徒の 割合 （1961年度）

　 　　　　　　 　　　　　 北 海道真駒 内養護 学校 （1971），神戸市立 友生養護学校 （1962），

　 　　　　　　 　　　　　　 東京都 立光 明養 護学校 （1961），大阪府立堺養護学校 （20 6），
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 全 国 肢 体不 自由養護学校 長会 （1969） よ り作成

患別 の 児童生徒数の 割合を示 した 。 光明養護学

校や大阪府立養護学校の よ うに 、 全体的に は脳

性まひ児が多 くを占め る学校が多 い 。

一方で 、

呉竹養護学校や 北海 道真駒内養護学校 の よう

に 、 ポ リオ児が 比較的多 く在籍 して い る学校 も

あ り、各学校 間の 違 い が 大 きい （Fig．1）。 ポ リ

オ児の 主 な症状が 下肢の 運動機能の 障害で ある

の に対 し、 脳性 ま ひ児の 障害は多様で あ り、運

動機能の 障害だ けで なく、視力や聴力、言語 障

害、知的 障 害 な ど を伴 うこ と もあ る （五 味

［1961コ122−124：小池 ［1952］20−21，　30−31）。 機

能 訓練 は、障害の 種別や 障害の 実態に よ っ て 、

頻度 、 内容が大き く異なる （小池 ［1961］134）。

脳性 まひ児 が多 く在籍 して い た 光 明養護学校

や、大阪府立養護学校で は、脳性 まひ 児の 言語

障害 へ の 対応が大 きな課 題 とな り、 友生 養護学

校で はそこ まで 大 きな課題 とは な っ て い なか っ

た の で あろ う
13冫

。

　 （3）機 能訓 練 と教科 指 導 と の 関連 ： 小池

（1961）は 、 学校 にお ける機能訓練を行 うにあ

た り、 機能訓練 で行 っ た こ と を授業な ど他の 場

面にお い て 活かす こ との 重要性 を指摘 して い る

（小池 ［1961］139）。

　積極的に 関連づ けよ うと して い たの が光明養

護学校と友生養護学校で ある 。 元 々 、光明養護

学校で は医学的訓練 として行われて い た玩具治

療や治療体操 に つ い て 、教科指導 と関連 を持 つ

こ と の 重要性が指摘 され る な ど （新井 ［1935］

62）、 医学的訓練で あ りなが ら教育的な性格を

持 ち合 わせ た内容であっ た （北野 ［1988コ175）。

さら に、1957 （昭和 32）年度か らは克服指導を

導入 し、教育的な立場か ら も機能訓練 を考 えよ

うと した。実際に、言語の 克服指導で は教科指

導の 前段階 と して 機能訓練が位置づ けられ て い

た （丹野 ・安藤 ［2011コ5）。

　友生養護学校で も、機能訓練の 教育的意義 を

評価 し、特 に体育指導 と機能訓練 の 意義の 違い

に つ い て積極的に研究を行っ た 。 機能訓練 と最

も関連が 強か っ た と思わ れ る体育に つ い て は 、

機 能訓練 と体育 とを混同す る傾 向が ある こ と
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（藤野 ［1961］ 133） ld）
、 そ もそ も体育の 指導が

ほ とん ど行われて い な い 実情が あ るこ とが指摘

され た （鈴木 ［1958ユ24）。 その 中で 友生 養護

学校 は体育 を積極的に行っ た 。

　友生同様に体育の 指導に取 り組ん だ の が江戸

川養護学校で あ っ た 。 江戸川養護学校で は、光

明養護学校の 治療体操を参考に、障害の 程度や

部位 などに よ りグ ル ー
プ分けを して 、 体育を実

施 した （三 浦 ［1990］20）。 グ ル ープ体育は 、

ボ
ー

ル 、リズ ム 運動 、 器械運動 の 3 領域 か ら構

成され 、 体育を行 う事 に よ り全身の運動機能や

社会性 の 向上 を 目指 した （東京都立 江戸川養護

学校 匚1962］1−2）。 グ ル ープ体育の 実施 に あた

っ て は、整形外科医 と連携 を図 り、機能訓練の

課題 を踏まえた指導を行 うこ とと した 。

　 しか しなが ら、必ず しも関連が十 分で あ っ た

とは い えない 側面 もあ っ た 。 例え ば 、 光明養護

学校の 音楽専科で あ っ た佐藤千代子 は、脳性 ま

ひ 児の 場合は、教科以 前の 内容 と して 機 能訓練

を重視す べ きと指摘 し、自らの 音楽の 授業にお

い て も機 能訓練を行 っ た （佐 藤 匚1971］50）。

光明養護学校で は 、 特 に、図工 や音楽と い っ た

技能教科で 手指の 機能訓練が 取 り上 げ られ、機

能訓練 自体が 目的 、内容 と なる こ と もあ っ た

（東京都立 光明養護学校 ［1959b］4−19 ； ［1959c］

6−18）。

　以上 の よ うに 、 教育課程に係る明確 な基準が

ない 中で 、各学校 で はそれぞれの 立場か ら機能

訓練や 関連する指導に つ い て 実践研究 を行 っ た

（文部省 ［1965］ 1）。 文部省 も、肢体 不自由教

育の あ り方に つ い て研究を行うた め、1956 （昭

和 31）年度よ り特殊教育調査研 究指定校 を指定

す る制度 を発足 させ 、各学校に 自由な研究 を促

した （文部省 ［1978］435）。 それに よ り、多 く

の 成果が示 され、肢体不 自由教育の 発展に寄与

した一
方で、学校間の 差異 も生 みだ した （村 田

［1977］ 102）。 すで に 、 文部省 と日本肢体不 自

由児協会の 主催に よ り、1956 （昭和31）年に開

催 され た 第 1回肢 体不 自由児教 育研 究発 表 会

（於東京都立光 明小学校 ・中学校）で は、学 習

指導要領の 必要性 が指摘 され て い たが （藤田

匚1963］ 38−39）、実践が深まる に つ れ て 、 学 習

指導要領の 制定の 必要性 の 認識はさ らに高まっ

た （村田 ［1977］ 102）。

V 　学習指導要領の制定

　 1　 学習指導要領 の 制定過程

　 1956 （昭和31）年 12月、全国養護学校長会 の

主催に よ り、第 1 回学習指導要領研究会が開催

された （藤田 ［1963］39）。 1959 （昭和34）年

4 月、文部省は学習指導要領作成 を目的 と して 、

「教材等調査研究会養護学校小委員会15d （以下，

小 委員会） を委嘱 した （藤 田 ［1963ユ 39）。 小

委員会 は 、 各学校 の 校長 とい っ た教育 関係者 、

お よび小池文英、多田富士男 と い っ た 整形外科

医か ら構成 された （Table　2）。小 委員会で は 4

Table　2　教材等調査研究会養護学校小委員会構成メ ン バ ー

氏　名 役　職 氏 　名 役　職

小野勲 東京都立光明養護学校長 小池文英
P

整肢療護園園長

北島喜好 東京都立江戸川養護学校長 飯塚次郎
2，

群馬県立養護学校長

油井猛治 静岡県立 養護学校長 橋本重 治
2，

東京教育大学教育学部

藤田貞男 愛知県立養護学校長 附属桐が 丘養護学校 長

土屋俊二 京都府立 呉竹 養護学校長

早瀬俊夫 大阪府立養護学校長 多田 富 士男
” 3〕

多摩整 育園園長

村 原義夫 神戸市立友生養護学校長 伊藤忠 二
31

文部省教科調査官

　 　 1）医 療 関係 者，2）1960年 度 よ り参加

3）1960年4月〜1962年8月，4＞1962年9月よ り

　 　 　 　 　　 　 藤田 （1963） よ り作成
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学習指導要領制定前の 単独型 肢体不自由 養 護 学 校 にお け る機能訓 練

年間に わた り議論を重ね 、 最終的に教育課程審

議会の 審議 を経て 、 1963 （昭和38）年 2 月 に

『養護学校小学部学習指導要領肢体不 自由教育

編 』 として 文部省 事務次官 通達 に よ り示 され

た 。

　小委員会にお い て課題 とな っ た の が機能訓練

の 位置づ け方で あ っ た （早瀬 ［1992］103）。 機

能訓練を教科に位置づ けるの か 、 ある い は領域

に位置づ ける の か とい っ た議論や 、 教科 と した

場合 は独立 した教科 に設定す る の か、また は体

育と して位置づ ける か な ど、機能訓練 の 位置づ

けに つ い て様々 な意見が出された （橋 本 ［1963］

126；文部省 ［1965］ 25；中川 ［1963］ 37）。 小委

員会 で は、機能訓練の 重要性を鑑み、学校教育

活動全体を通 じて指導を行 う必要性が ある こ と

か ら、
一

度は機能訓練を領域 と して位置づ ける

こ と と した （藤田 匚1963］ 94）。 しか しな が ら、

小学校学習指導要領で は教育課程が 4領域 に よ

っ て 編成されて お り、それに準ずる必 要が あ っ

た こ と （全国肢体不 自由養護学校長会 ［1978コ

8）、 今 回の 学習指導要領は 、 肢体不 自由教育 と

して初 め て の 学習指導要領で あ り、 実質的に は

試案 と して の 位置づ けで ある こ と （藤 田 ［1963］

43−44；文部省 ［1965 ］ 19）、な ど の 理 由か ら、

最終的に は体育 ・機能訓練 と して 教科に位置づ

け られた 。

　 2　 昭和 37年度版学習指導要領

　昭和37年度版学習指導要領総則で は 、 機能訓

練の 目的を 「個 々 の 児童 の もっ て い る機能の 障

害 を改善させ る とと もに、み ずか ら進んで 障害

を克服 しようとする態度を養い 、 健康な生活が

で きる よ うに す る こ と」 と定 め た （文部省

［1963］ 5）。 そ して 、機能訓練 は 「特別な技 能

を有する 教職員が、学校 医 の 処方 に基 づ き」行

う事 と した （文部省 ［1963］5）。 機能訓練の 内

容と して 、機能の 訓練、職能の 訓練 、 言語の 訓

練が 規定され たが、こ れ は理学療法、作業療法 、

言語治療 と い っ た 医学的訓練の うち 、 学校 にお

い て行える もの を位置づ けた もの で あ っ た （文

部省 ［1967］11−12）。

　 また 、 学習指導要領解説 な どで は、医学的訓

練か ら構 成 され る教 科 として の 機能訓練 （以

下，「機能訓練 の 時間の 指導」）だけで な く、学

校 教育活動 全般 に わ た っ て 行 う機能訓練 （以

下 ，「機能訓練 に関する 指導」）の 必要性が示 さ

れ た （例 えば，藤田 ［1963 ］ 95 ；橋本 匚1963］

124；文部省 ［1965］26；中川 匚1963］40）。 1967

（昭和42）年 に文部省が 刊行 した機能訓練の 手

引 き書、『機 能訓練の 手引 き
一
肢体不 自由教育

の た め に
一
』で は 、「機 能訓練 に 関す る指導」

は 、「機能訓練 の 時間 の 指導」の 課題 を踏 ま え

た上 で、児童生徒が 自ら進んで 障害を克服 しよ

うとする積極 的な態度を養成 し、生活能力の 向

上 を目指す こ とが重要で ある と示 され た （文部

省 匚1967］134）。 学習指導要領解説 にお い て も、

例 えば 、 言語の 訓練は他 の 教科 （特に 国語 ・音

楽 ・外国語など）や 生活指導と密接 な関連を持

たせ つ つ 指導する こ と で 訓練 を よ り効果的に行

う事が 出来る とした （文部省 ［1965］77）。 そ

の 際 、 各教科には 、 そ れ ぞれ独 自の 教育 目標が

あ り、 機能の 訓練に配慮す る こ と に よ っ て 、教

科の 目標 が達成で きない こ とが ない よ うに努め

なければ な らな い 旨も示された （文部省 ［1965］

45）。すなわち、「機能訓練に 関する指導」 は 、

光明養護学校の 克服指導 と 目的、内容 ともに非

常に近 い もの が 目指 されて い た と い える 。 また、

こ の よ うな考 え方は 、 現行の特 別支援学校学習

指導要領に お ける 自立活動の 指導に も反映 され

てお り、基本的な仕組み は一緒で あ っ た こ とが

分か る 。

　こ の ように、その 重要性が指摘 された 「機能

訓練に 関す る指導」 で あ っ たが 、昭和37年度版

学習指導要領本文 には、該当する記述 は存在 し

な い 。 「機能訓練 に 関する 指導」が 規定され た

の は、翌1963 （昭和38）年度に 通達 され た 『養

護学校 中学部学習指導要領肢体 不 自由教育編』

（以 下 ，昭和 38年 度版学習指導要領〉で あ っ た 。

昭和38年度版学習指導要領の 第 1章総則第 4 機

能訓練 に お い て 、「生徒 の 機 能障害の 状況 を正

し くは あ くし、その 障害 を改善する ため に養護

学校の 教育活動全体を通 じて適切な訓練 を行う

事が必要 で ある」（文部省 ［1964］7）と、「機
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能訓練 に関す る指導」が規定され た 。 しか しな

が ら、 「機能訓練に 関する指導」は 、総則 に示

され た以外に具体的な内容が規定 されなか っ た

こ と もあ り、 あ ま り関心事に は な らな か っ た

（文部省 匚1987ユ 7）。 そ の ため、文部省や解説

書の 指摘 とは裏腹 に、機能訓練は 「機能訓練の

時間の指導」の みが 認識され 、 専 門家 （専任教

員）に よ る医学的訓練で ある と の 認識が強か っ

た （村田 匚1985］16）。

V［ 終わ りに

　特別支援教育制度へ の 転換 に伴 い 、通常学校、

通常学級におい て も特 別支援教育が展 開され る

よ うにな っ た 。 特別支援学校は、これ まで 培 っ

て きた専門性に 基づ き、指導 、 支援 を行 っ て い

くこ とが求め られ て い る （文部科学省 匚2009b］
216−217）。 特別支援学校 に は 、 こ れまで 行われ

て きた自立活動 （機能訓練，養護 ・訓練 も含め

て）の 指導など に 関する成果を整理 し、発信 し

て い くこ とが必 要で ある （安藤 ［2009］3＞。 情

報を発信す る上 で、自立活動に関わ る 、 教育 と

医療の 連携の 在 り方、教員が い か に主体性 を発

揮 して 指導 に関わるか と い っ た こ とを整理す る

こ とは重要 な課題で ある 。

　本研 究で は、単独型養護学校 にお い て機能訓

練 を医学的訓練 と して 教育課程に位置づ ける
一

方で 、教科指導 との 関連 とい っ た教育的側面に

つ い て も意識 して い た学校が あっ た こ とが明 ら

か にな っ た 。 特 に、光明養護学校や友生 養護学

校の よ うに機能訓練を教育活動 として捉えて い

た こ とは注 目に値 する。光明養護学校に お ける

克服 指導は 、機能訓練と関連 を持 ちなが ら、教

育活動 とし て 教 員が主体 的 に指導を行 っ て い

た 。 また 、 友生養護学校で は 、 医療の 分野で発

展 して きた内容 を教育活動 に採 り入れ る際 に、

改め て その 教育的意義を確認する こ との 重要性

を指摘 した （神戸市立友生養護学校 匚1962］95）。

こ の 点に つ い て は 、在籍児 童生徒 の 障害の 重

度 ・重複化に よ り、 ます ます教育 と医療の 垣 根

が低 くなる 中 、 自立活動の 指導を考える上で大

きな示唆を与えて くれ る と思 われる 。

　本研究で は 、資料 の 制約 もあ り、具体的な指

導 内容 の 解明 まで は至 っ て い な い 。 また、全て

の学校の機能訓練の 実態を明 らかに したわけで

は ない
。 医学的訓練 として 養護学校に導入 され

た機能訓練が行わ れ る中で 、い か に教育的な意

味合 い を見出そ うとし て い たか に つ い て、今後

よ り深 く検討 して い く必要がある で あろ う。

註

1 ） 1963 （昭和38）年度まで に開校 した肢 体不 自

　由養護学校38校の うち 、 施設併設 型養護学校 は

　24校、単独型 養護学校は 14校で あ っ た （全 国肢

　体不 自由養護学校長会 ［1969コ191−342）。

2 ）現 大阪府立堺支援学校 。 1966 （昭和 41）年 4

　月に大阪府立 高槻 養護学校 （知的障害）が開校

　 した こ と に伴 い 、大阪府立堺養護学校 と改 称。

　2008 （平成20）年 4 月 より現校名。

3 ） 1956 （昭和 31）年 4 月に開校 したが、光 明養

　護学校 同様に経費な どの 問題か ら開校初年度 は

　養護学校 とする の を見合 わせ て 、友生 小学校 で

　あっ た 。 1957 （昭和32）年 4 月 よ り現校名。

4 ）開校当時は東京市議 会議員と して 、 光明学校

　の 開校 に 尽力 し た （村田 ［1968］88）
5 ）小池 に よ る と、小池が機 能訓練 とい う用語 を

　用 い る よ うにな っ た の は 1952 （昭和 27）年 頃 の

　 こ とで ある （小池 ［1985］65）。

6） 手引 き （上）は 、 1955 （昭和 30）年 8 月 に 開

　催 さ れ た 「第
一

回特殊学級教員 （肢 体不 自由）

　養 成 講 習会」の 講義録 を編纂 した も の で ある

　 （今野 ［1992］ 143）。

7 ） 開校 して い た学校は 、光明養護学 校、大 阪府

　立 養護学校、友生養護学校 、呉竹養護学校 、 尼

　崎市立尼 崎養護学校 、 西宮市立 西宮 養護学校、

　姫路市立書写養護学校 、北海道真駒内養護学校 、

　東京都立江戸川養護学校の 9校である 。

8 ）光明養護学校 と友生養護学校は 1956 （昭和 31）

　年度に 、 大阪府立養 護学校は1958 （昭和33）年

　とに研 究指定を受けた （文部省 ［1978］436）。

9） 1951 （昭和 26）年に 行 わ れた教育指導者講習

　会 （IFEL ）、1955 （昭和 30）年か ら行わ れた特殊

　学級教員 （肢体不 自由）養成 講習会 な どが 挙げ

　られる （東京都 立光明養護学校 匸1982］23−29）。

10） 理学療法士 及び作業療法士法が施行 さ れ た の

　は 1965（昭和40）年の こ とで あ り、 『肢体不 自由
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学習指導要領制定前 の 単独 型 肢 体不 自由養 護 学 校 に お け る機 能 訓練

　児の 養護学校設置の た め に』が刊行された 1961

　（昭和36）年時点 で は、PT や OT の 職種は確立 さ

　れ て はい なか っ た （小池 ［1961］ 135＞。 なお 、

　肢体不 自由児施設整肢療護園は 、厚生省 の 委託

　を受け 、 1961 （昭和36）年度 より肢体不 自由児

　施設の 機能訓練担 当者を対象に 、 PT とOT に 関す

　る 研 修 を 開始 し て い る （整 肢療 護 園 ［1961］

　 17）。

1ユ）玩具 治療は光明養護学校初代校医で あ る竹澤

　さ だ め が 始 め た （松本 ［2005］90）。 上 肢 の 運動

　機能の 改善を意図 した 内容で あり （北野 ［1988コ

　175）、自由に遊ばせ る中で 無意識か つ 自然に手

　指や体幹を使わせ 、機能の 発 達 または回復を図

　っ た （新井 ［1935］58−59；波多野 匚1958］1）。

12）治療体操は 、 「欠陥部位の治療矯正 を 目的と し

　て、合理 的に配列 された体育的運動類」 （東京市

　立光明学校 ［1938］11）で あ り、主 に粗大運動

　の 訓練 を体操科の 代替 と して 位置づ け られ た

　（北野 ［1988］175 ）。 治療体操は 1961 （昭和 36）

　年度まで行われ て お り、そ の指導時 間 として は

　1958 （昭和33）年度が2時間、1959 （昭和 34）年

　度か ら1961 （昭和 36）年度は 1時間指導が行われ

　 た 。

13）友生 養護学校 で言語訓練が本格的に 開始され

　た の は 1967 （昭和42）年 度 で あ っ た （神戸市立

　友生養護学校 ［1971］53）。

14）藤野 は、機能訓練の 目的は障害部位の 運動機

　能の 改善、体育の 目的 は全身の 運動機能の 向上

　で あ り、根本的 に異なる として 、肢体不 自由児

　に 対 す る体育の 重要性を指摘 した （藤野 ［1961］

　33）。藤野 の 指摘 は、施設併設型養護学校 におけ

　る学校体育と施設 の 機能訓練 に 関す る もの で あ

　る が、単独 型養護学校 に つ い て もあ て は まる部

　分が 大 きか っ た と考え られ る 。

15） 1960 （昭和 35）年 11月に は 「特殊教育調査研

　究会 養護学校部会 」 に 改組 さ れ て い る （村 田

　［1977］　102−103）o
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       A  Study on  Functional Training in Independent-Type Sehools for the

          Physically Handicapped  before Formation  of  Course  of  Study
-

 Focusing  on  Position on  the Curriculum and  Connection  with  Subjeet Guidance 
-

Takahito  TANNO  and  Takao  ANDO

  The  purpose of  this study  was  to review  the position ofschool's  curriculum  in terrns of  functional

training, and  participation of  teachers  from  1956 to 1962, focusing on  3 independent-type schools  for

the physically handicapped which  were  Tokyo Komei, Osaka  , and  Kobe  Yusei. Functional training

was  catcgorized  as medical  training in each  schools.  At  the Komei  Schoo1 and  Yusei School, educa-

tional meaning  of  functional training was  recognized,  Therefore, Kokufuku-Shido, which  connected

functional training with  subject  guidance, was  positioned on  the curriculum  and  functional training

was  placed in fundamental stage  of  subject  guidance at the Komei School. And at  the Yusei School,

the aim  of  functional training was  reformed  as educational  instmction. Since specialist were  in charge

of  it, there were  little panicipation of  teachers  in functional training at the Komei  Scheol and  Osalca

School. Otherwise, all teachers  were  in charge  of  functional training at the Yusei School. Although the

instmction related  with  it was  regarded  as important in mannuals  or handbooks ofcourse  ofstudy  pub-
lished in 1963, functional training  was  considered  to be enly  medical  training in many  teachers,

Key  words:  independent-type school  for the physically handicapped, functional training, curriculum
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